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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第52期

第３四半期累計期間
第53期

第３四半期累計期間
第52期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日

自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (千円) 7,285,143 7,589,351 9,729,902

経常利益 (千円) 1,699,809 2,199,099 2,361,019

四半期(当期)純利益 (千円) 1,053,027 1,200,435 155,787

持分法を適用した場合
の投資利益

(千円) 13,006 19,354 15,409

資本金 (千円) 3,887,500 3,887,500 3,887,500

発行済株式総数 (株) 18,700,000 18,700,000 18,700,000

純資産額 (千円) 37,780,601 37,532,817 36,826,524

総資産額 (千円) 42,245,440 41,493,648 40,426,894

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 56.40 65.55 8.35

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 7.50

自己資本比率 (％) 89.43 90.45 91.09

　

回次
第52期

第３四半期会計期間
第53期

第３四半期会計期間

会計期間
自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日

自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 23.99 25.33

(注)  １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につ

いては、記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社グループ(当社、親会社、関連会社15社)が営んでいる事業の内容に

重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、財政状態、経営成績の異常な変動等又は、前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

特記事項はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響により停滞した経済活動から持ち

直しの動きが見られましたが、欧州の債務問題の一層の深刻化や円高の進行の問題もあり、先行きが不透

明な状況にあります。

当家具・インテリア業界におきましては、厳しい状況にあるものの、緩やかな回復の動きが見え始めま

した。

この結果、売上高は、7,589,351千円(前年同四半期の104.2％)となりました。

一方利益面におきましては、営業利益は、売上高が増加したことに伴い、1,885,373千円(前年同四半期

の107.9％)となり、経常利益は、前年同四半期に比べ、為替差益を計上したこと等により、2,199,099千円

(前年同四半期の129.4％)となり、四半期純利益は、1,200,435千円(前年同四半期の114.0％)となりまし

た。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

①家具商品部門

家具商品部門の売上高は、4,407,306千円(前年同四半期の109.3％)と増加し、営業利益は、107,293千

円(前年同四半期の195.8％)となりました。

②不動産賃貸部門

不動産賃貸部門の売上高は、2,925,543千円(前年同四半期の97.8％)と僅かに減少し、営業利益は、

1,878,787千円(前年同四半期の105.2％)となりました。

③その他

プラスチック成型品の売上高は、256,501千円(前年同四半期の98.2％)と僅かに減少し、営業利益は、

6,425千円(前年同四半期の108.0％)となりました。
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(2) 財政状態の分析

 (資産)

流動資産は、5,671,831千円となり、前事業年度末に比べ929,994千円の増加となりました。これは主

に、現金及び預金の増加によるものであります。

固定資産は、35,821,816千円となり、前事業年度末に比べ136,759千円の増加となりました。これは主

に、有形固定資産の増加によるものであります。

 (負債)

流動負債は、2,385,879千円となり、前事業年度末に比べ489,030千円の増加となりました。これは主

に、未払法人税等の増加によるものであります。

固定負債は、1,574,951千円となり、前事業年度末に比べ128,569千円の減少となりました。これは主

に、長期預り敷金の減少によるものであります。

 (純資産)

純資産は、37,532,817千円となり、前事業年度末に比べ706,293千円の増加となりました。これは主

に、利益剰余金の増加によるものであります。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　

(4) 研究開発活動

特記事項はありません。

　

(5) 主要な設備

①  新設、休止、大規模改修、除却、売却等について、当第３四半期累計期間に著しい変動があった設備は、

次のとおりであります。

ａ  新設

　

事業所名(所在地） セグメントの名称 設備の内容

帳簿価額(千円）

土地
(面積㎡)

横浜センター南駅土地(横浜市都築区） 不動産賃貸部門 賃貸用設備
1,957,952
(2,505)

(注)　上記金額には、消費税等は含まれておりません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 57,200,000

計 57,200,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年２月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 18,700,00018,700,000
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は1,000株であり
ます。

計 18,700,00018,700,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年12月31日 ― 18,700,000 ― 3,887,500 ― 4,947,500

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できな

いため、記載することができないことから、直前の基準日（平成23年９月30日）に基づく株主名簿によ

る記載をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式           232,000

― ―

(相互保有株式)
普通株式            55,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式        18,370,00018,370 ―

単元未満株式 普通株式            43,000― ―

発行済株式総数 　　　　        18,700,000― ―

総株主の議決権 ― 18,370 ―

　

② 【自己株式等】

　 　 平成23年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式）(注)　 　 　 　 　

株式会社光製作所 荒川区東尾久４－７－１ 232,000 ― 232,000 1.24

(相互保有株式) 　 　 　 　 　

株式会社福島光商事 二本松市渋川字宮前1-1 4,000 ― 4,000 0.02

株式会社群馬光商事 館林市堀工町908 1,000 ― 1,000 0.01

株式会社中央光商事 川口市領家５－１－５ 1,000 ― 1,000 0.01

株式会社千葉光商事 白井市根1777－１ 21,000 ― 21,000 0.11

株式会社新潟光商事 新潟市東区木工新町1066 7,000 ― 7,000 0.04

株式会社長野光商事 上田市秋和問屋町503 6,000 ― 6,000 0.03

株式会社静岡光商事 沼津市足高字尾上191－１ 3,000 ― 3,000 0.02

株式会社中京光商事 山県市梅原2951－１ 3,000 ― 3,000 0.02

株式会社名古屋光商事 愛西市雀ヶ森町開田27 7,000 ― 7,000 0.04

株式会社光リビング 足立区小台２－46－１ 2,000 ― 2,000 0.01

計 ― 287,000 ― 287,000 1.53

(注)　当第３四半期会計期間末現在の自己株式数は、1,002,022株となっております。
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２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(平成23年10月１日から

平成23年12月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成23年４月１日から平成23年12月31日まで)に係る四

半期財務諸表について、永和監査法人により四半期レビューを受けております。

　

３　四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,656,749 2,441,562

受取手形 ※１
 952,413

※１
 1,079,781

売掛金 784,989 977,570

商品 978,578 1,034,591

その他 383,020 154,587

貸倒引当金 △13,914 △16,261

流動資産合計 4,741,836 5,671,831

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 10,599,829 10,058,927

土地 19,717,035 21,672,834

その他（純額） 408,263 431,590

有形固定資産合計 30,725,129 32,163,352

無形固定資産 1,088,924 1,088,516

投資その他の資産

投資有価証券 390,269 320,482

長期貸付金 2,910,277 1,748,019

その他 861,394 768,598

貸倒引当金 △290,938 △267,152

投資その他の資産合計 3,871,003 2,569,948

固定資産合計 35,685,057 35,821,816

資産合計 40,426,894 41,493,648

負債の部

流動負債

支払手形 396,586 393,830

買掛金 443,191 617,907

短期借入金 473,000 －

未払法人税等 － 928,371

賞与引当金 13,431 3,777

その他 570,640 441,992

流動負債合計 1,896,848 2,385,879

固定負債

退職給付引当金 187,151 168,471

長期預り敷金 1,516,369 1,406,479

固定負債合計 1,703,521 1,574,951

負債合計 3,600,369 3,960,830
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（単位：千円）

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成23年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,887,500 3,887,500

資本剰余金 4,947,500 4,947,500

利益剰余金 28,066,281 29,128,199

自己株式 △102,334 △415,388

株主資本合計 36,798,946 37,547,811

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 27,577 △14,993

評価・換算差額等合計 27,577 △14,993

純資産合計 36,826,524 37,532,817

負債純資産合計 40,426,894 41,493,648
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(2)【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

売上高 7,285,143 7,589,351

売上原価 4,885,688 5,062,773

売上総利益 2,399,454 2,526,578

販売費及び一般管理費 651,991 641,204

営業利益 1,747,463 1,885,373

営業外収益

受取利息 4,840 21,705

受取配当金 7,456 6,959

為替差益 － 160,290

受取オプション料 39,000 －

貸倒引当金戻入額 － 21,438

受取保険金 6,843 97,361

その他 2,540 14,232

営業外収益合計 60,681 321,988

営業外費用

支払利息 11,291 5,994

為替差損 57,618 －

支払オプション料 39,000 －

商品廃棄損 236 1,308

その他 188 959

営業外費用合計 108,335 8,262

経常利益 1,699,809 2,199,099

特別利益

固定資産売却益 － 8,698

オプション評価益 153,828 －

貸倒引当金戻入額 12,500 －

特別利益合計 166,328 8,698

特別損失

固定資産売却損 3 13

固定資産除却損 22,892 54,388

特別損失合計 22,895 54,401

税引前四半期純利益 1,843,242 2,153,397

法人税、住民税及び事業税 731,489 937,663

過年度法人税等 316,597 －

法人税等調整額 △257,872 15,298

法人税等合計 790,214 952,961

四半期純利益 1,053,027 1,200,435
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【追加情報】

　
当第３四半期累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬

の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号  平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関す

る会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日)を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

※１  四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第３四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形

が、四半期会計期間末残高に含まれております。

　

　
前事業年度

(平成23年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成23年12月31日)

受取手形 － 60,493千円

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

　

　
前第３四半期累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

減価償却費 801,292千円 631,821千円

　

(株主資本等関係)

前第３四半期累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

　配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日
定時株主総会

普通株式 140,034 7.50平成22年３月31日 平成22年６月30日 利益剰余金

　
当第３四半期累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１　配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 138,516 7.50平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金

　
２　株主資本の著しい変動

当第３四半期会計期間において、取締役会決議に基づき、自己株式を770,000株、312,620千円を取得い

たしました。なお、当第３四半期会計期間末における自己株式は1,002,022株、415,388千円となっており

ます。
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(持分法損益等)

関連会社に関する事項

　

　
前事業年度

(平成23年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成23年12月31日)

関連会社に対する投資の金額 19,100千円 19,100千円

持分法を適用した場合の投資の金額 628,035千円 623,742千円

　

　
前第３四半期累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

持分法を適用した場合の投資利益の金額 13,006千円 19,354千円

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　

　

報告セグメント(千円)
その他(千円)
(注)

合計(千円)
家具商品部門 不動産賃貸部門 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 4,031,8372,992,0797,023,917261,2257,285,143

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 4,031,8372,992,0797,023,917261,2257,285,143

セグメント利益 54,8081,785,2271,840,035 5,950 1,845,986

(注)  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントである、プラスチック成型品事業であります。

　

２　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容(差異調整に関する事項)

　 　

利益 金額(千円)

報告セグメント計 1,840,035

「その他」の区分の利益 5,950

全社費用(注) △98,523

四半期損益計算書の営業利益 1,747,463

(注)  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

３　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ  当第３四半期累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　

　

報告セグメント(千円)
その他(千円)
(注)

合計(千円)
家具商品部門 不動産賃貸部門 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 4,407,3062,925,5437,332,850256,5017,589,351

セグメント利益 107,2931,878,7871,986,080 6,425 1,992,506

(注)  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントである、プラスチック成型品事業であります。

　

２　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容(差異調整に関する事項)

　 　

利益 金額(千円)

報告セグメント計 1,986,080

「その他」の区分の利益 6,425

全社費用(注) △107,132

四半期損益計算書の営業利益 1,885,373

(注)  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

３　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 56円40銭 65円55銭

  (算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(千円) 1,053,027 1,200,435

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 1,053,027 1,200,435

普通株式の期中平均株式数(株) 18,670,696 18,314,264

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年２月14日

株式会社光製作所

取締役会  御中

永和監査法人

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    齋    藤    力    夫    印

　
代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    福    島    　　　直    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社光製作所の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの第53期事業年度の第３四半期会計期間(平成

23年10月１日から平成23年12月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成23年４月１日から平成23年12月31日
まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レ
ビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半
期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期
財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ
る。

　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に
対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当
と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社光製作所の平成23年12月31日現在の財政状態
及び同日をもって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ
ての重要な点において認められなかった。

　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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